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されないのでしょうか。管理者は、そこで提
示された＜ソフトウェアプロセス＞が不完全
であることを知っていることもあるでしょ
う。担当者から“そんなことをやっていては
間に合わないョ”と言われることも、強制を
躊躇させる要因となっているでしょう。では
強制しなかった結果は、担当者の言うように
予定通りに、期待したものが出来上がってき
たでしょうか。確かに強制した場合もスケ
ジュールは遅れたかもしれない。予算をオー
バーしたかもしれない。最初の段階では、表
面上の結果は同じかもしれませんが、その中
味は大違いであることは言うまでもないで
しょう。同じ失敗するなら、不出来でも行動
を起こした方が、次回はその失敗をしない方
法を手に入れることが出来るはずです。この
行動を起こさない限り、次回も同じ結果が得
られることが保証されているのです。

１．２　成熟したプロセスの特徴

＜成熟した組織は、開発と保守を管理するた
めの組織的能力を発揮する。そのような管理
者は、スタッフと新しい従業員に正確にソフ
トウェアプロセスを伝えることができ、作業
活動は、計画されたプロセスにしたがって実
行される。
そこで示されるプロセスは実際の作業方法と
矛盾がなく使用できる。必要なときに、制御
されたパイロットテストとコストパフォーマ
ンス分析を通して開発された改善によって、
これらの定義されたプロセスは更新される。
プロジェクトの範囲内、および組織全体にお
ける任務と義務は明白である。
成熟した組織では、管理者は製品の品質とそ
れらを作り出したプロセスを監視する。そこ
には製品の品質を審査したり、製品やプロセ
スの問題を分析するための目標や定量的根拠
がある。スケジュールと予算は歴史的パ
フォーマンス（業績）に基づいており、現実
的である。そこでは期待されるコスト、スケ
ジュール、機能性、品質の目標は概ね達成さ
れる。
一般に訓練されたプロセスは、忠実に従われ
る。なぜなら、全ての当事者がそうすること
の価値を理解しており、また開発組織のイン
フラがそのプロセスを支援するために整えら
れているから＞

つまり、成熟したプロセスは、＜ソフトウェ
アプロセス＞の効果を理解しており、常に定
義された＜ソフトウェアプロセス＞を更新す
る方法を持っているのです。
もっともこの域に達するにはそれなりの努力
が必要でしょう。特に現在の状態に因っては
相当な努力と工夫が必要です。多くの場合、
むしろ１から枠組みを作り直す方が容易かも
しれません。その意味では“壊す”というこ
とも必要でしょう。“破壊”は決して忌避さ
れるべきではなく、管理者は明確なビジョン
と確信の下に、『想像的破壊』というカード
を持つべきでしょう。
　　　　　　　　　　　　　（次号へ続く）

ＣＣ ＭＭ ＭＭ   vv 11 .. 11
今月から新しい連載としてＣＭＭ（Capability
Maturity Model, Version 1.1）を取り上げます。
これは IEEE Software Magazine の1993年7月号
に掲載されたもので、先月まで連載していた
『プロセス成熟』と同じＳＥＩ（Softwqre
Enginering Institute）が提案しているもので
す。この両者はプロセス改善の双輪を形成しま
す。つまり『プロセス成熟』はプロセスレベル
の成熟に関するフレームワークを提供するのに
対して、ＣＭＭは各レベルに到達すべくプロセ
スを制御する方法を提供します。
なお、原文（の訳）をそのまま引用する際は＜
　＞で囲んで紹介します。
　　　―　♠　―　♤　―　♠　―
＜生産性と品質は新しいソフトウェア方法論や
技術を取り入れることで得られるという約束が
実現しないまま２０年経って、開発者は、自分
たちの根本的な問題はソフトウェアプロセスを
管理する能力のなさにあることに気付いてい
る。多くの企業では、プロジェクトはしばしば
甚だしく遅れ、そして予算を超過しており、訓
練もされずに混沌としたプロジェクトの混乱の
中では、より良い手法やツールもその力を発揮
することは出来ない＞

これまでこの業界では、より高い生産性と品質
を求めて、新しいソフトウェア開発の方法論や
いろいろな技法を取り入れてきました。“ソフ
トウェア・エンジニアリング”という言葉が作
られて以来、多くの人達が「方法」に取り組ん
できました。構造化手法に始まり、オブジェク
ト指向、インフォメーション・エンジニアリン
グ手法、ラピッド・プロトタイピング、ソフト
ウェア・リエンジニアリング等々、次々と提案
され、その度に今度こそと取り組んで見ても、
みじめな結果に終わってしまう。そこにいるエ
ンジニアたちは一生懸命に新しい方法論を勉強
しても、それを表現する場がなく、結果として
生産性と品質になって現われてこない。ＳＥＩ
はその原因を個人のスキルではなく、＜プロセ
スを管理する能力のなさ＞と指摘しているので
す。

＜CMM は、いくつかのキーとなるプロセス領
域で推奨される行動（＝実践方法）のセットを
紹介する。その実践方法はソフトウェアの開発
と保守の能力を高めることが証明されている。
CMM は、産業界や政府からのソフトウェア・
プロセス・アセスメントと幅広いフィードバッ
クを通して獲得された知識に基づいている。
CMM は、開発者に対して、開発と保守のプロ
セスをどのように制御するか、そして優れたソ
フトウェア・エンジニアリングとマネージメン
トの文化にどのように近づくかということで指
導する。それは、彼らの現在のプロセス成熟の
状況を決定し、そして彼らのソフトウェア品質
とプロセスを改良することに対して最も重大な
問題を確認することによって、開発者を助ける
ようにデザインされている。
限定された活動のセットに的を絞り、それらを
達成しようと積極的に作業することによって、
開発者は、組織全体のソフトウェアプロセスを
確実に改良することができ、連続的且つ永続的
に能力を手に入れることが可能になる。
CMM の初版（バージョン 1.0 ）は 1991 から

今月はいろんなニュースがあり、激動期を象徴しているのを

感じますが、スペースの関係でニュース解説は休みます。

1
1992 にかけてソフト
ウェアコミュニティー
に よ っ て レ ビ ュ ー さ
れ 、 使 わ れ て き た 。
1992年４月に開かれた

CMM  1.0 に関するワークショップには 200 人
のソフトウェア専門家の出席をみた。CMM の
最新のバージョンは、そのワークショップから
のフィードバックと、ソフトウェアコミュニ
ティーから日頃得られるフィードバックの結果
である＞

ＳＥＩのプロセス改善の取り組みは 1986年に
始まり、ＣＭＭは1992年にＶ1.1に改良されて
います。
ＣＭＭは現在のプロセスのレベルに応じて、＜
プロセスを管理する能力＞を獲得するために効
果的な行動を提示しています。そこに示された
＜実践方法＞に取り組むことでソフトウェアプ
ロセスを改良しようというのです。言い替えれ
ばＣＭＭはプロセス改善の指導書なのです。

１　未成熟対成熟

ここで「成熟」と「未成熟」の違いについて簡
単に触れておきます。これに関連した内容は前
号まで掲載していた『プロセス成熟度』の中で
も細かく述べてきましたが、もう一度思い出し
てもらうために、簡単な比較を紹介します。そ
れは＜プロセス改善のために適確な目標を設定
するには、未成熟なソフトウェア組織と成熟し
たソフトウェア組織の間の違いについての理解
が必要となる＞という考えに全面的に同意する
からです。管理者は誰も自分のプロセスが未成
熟なプロセスであるとは考えたくないもので
す。それはともすれば自らを否定することにな
ると思うからです。だが、そのことに目をつぶ
ろうと、現実にそこにあるプロセスが成熟した
ものに変化するわけではありません。それどこ
ろか明日はもっと悪くなる可能性の方が高いの
です。このことを考えると、現実を直視し、直
ちに必要な行動を起こすべきでしょう。

１．１　未成熟なプロセスの特徴

＜未成熟な組織では、ソフトウェアプロセス
は、一般にプロジェクトのメンバーとその管理
者によっていい加減にでっち上げられる。たと
えソフトウェアプロセス（のようなものが）が
指定されたとしても、それは厳密に従われない
し、強制されることもない。未成熟なソフト
ウェア組織は、保守的であり、大抵そのような
管理者は、（消防士と呼ばれているように）目
の前の危機を解決することに振り回されてい
る。スケジュールと予算は、現実的見積りに基
づいていないため、オーバーするのはいつもの
ことであり、納期の厳守が求められると、製品
の機能と品質はしばしば損なわれる。
未成熟な組織は、製品の品質を審査したり、製
品やプロセスの問題点を解決する方法を持たな
い。それゆえに製品の品質を予測することは難
い。レビューやテストのように品質を高めるた
めの活動は、プロジェクトが遅れ出すと、しば
しば切り詰められるか削除されることになる＞

ここで言う＜ソフトウェアプロセス＞とは、ソ
フトウェア開発の手順書のようなものと理解し
てください。そしてここでのポイントは＜強制
されることもない＞ということです。なぜ強制
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。
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は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

別
に
朝
顔
で
な
く
て
も
構
わ
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
朝
顔
は
他
の
園
芸
植

物
と
比
べ
て
、
育
て
る
側
の
行
為
に
顕

著
に
反
応
す
る
。
こ
ち
ら
が
忙
し
さ
に

か
ま
け
て
手
を
抜
け
ば
、
一
○
日
後
に

今月今月

　の一言　の一言

そ
の
報
復
を
受
け
る
。
反
省
し
て
リ
カ

バ
ー
し
て
も
、
報
復
の
規
模
は
小
さ
く
な

る
が
報
復
そ
の
も
の
は
な
く
な
ら
な
い
。

一
斎
の
こ
の
言
葉
に
出
会
っ
て
か
ら
、
朝

顔
を
「
咲
か
せ
る
」
と
言
わ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
朝
顔
は
こ
ち
ら
の
意

図
と
は
別
の
意
思
を
も
っ
て
咲
く
。

咲
か
ざ
る
を
得
な
く
し
て
咲
く
。

内
に
満
ち
る
も
の
が
、
外
に
発

せ
ざ
る
を
得
な
く
し
て
発
し
た

も
の
が
「
花
」
で
あ
る
。
大
き

な
花
を
発
す
る
に
は
、
内
に
満

ち
る
も
の
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
育
て
れ

ば
よ
い
。
結
果
を
「
期
待
」
す
る
こ
と
な

ど
余
計
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
気
候

に
合
わ
せ
て
、
土
の
「
管
理
」
、
水
の

「
管
理
」
、
肥
料
の
「
管
理
」
、
日
当
り

の
「
管
理
」
、
そ
し
て
成
長
の
「
管
理
」

を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
朝
顔
は
已
む
を
得
ず

し
て
外
に
発
す
る
の
で
あ
る
。

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
の
は
、
何
処
に

で
も
行
く
力
を
持
っ
た
人
で
あ
っ
て
、
不

安
か
ら
面
々
と
し
て
企
業
に
し
が
み
つ
く

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
人
を

引
き
留
め
て
お
く
こ
と
は
決
し
て
易
し
く

な
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
こ
そ
経
営
で
あ

り
、
管
理
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

こ
と
に
緊
迫
感
も
な
い
状
態
で
は
管
理
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

管
理
者
は
優
れ
た
先
見
性
と
的
確
な
判

断
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
行
動
が
あ
っ
て

こ
そ
、
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
引
き
留

め
、
彼
等
の
成
果
を
引
き
出
す
こ
と
が
出

自自
　　
立立

や

せ
ま

し
か

こ
れ

「
已
む
を
得
ざ
る
に
薄
り
て
、
而
る
後
に
諸
を

　
外
に
発
す
る
者
は
花
な
り
」
　
　
　
　
佐
藤

一
斎


